
一般会計の歳出予算を市民一人分に換算してみよう

一 般 会 計

令和６年度 佐賀市の予算
過去最大の1,121億円でスタート

歳　入
1,121億円

歳　出
1,121億円

自主財源
441.3億円

市税
319.3億円

民生費
464.6億円

教育費
139.2億円

総務費
117.7億円

公債費
94.2億円

衛生費
92.2億円

土木費
79.3億円

繰入金
49.1億円

地方交付税
184.0億円

国庫支出金
203.7億円

県支出金
137.7億円

交付金
84.0億円

市債
62.2 億円

諸収入
30.2億円

地方譲与税  8.1億円

その他  3.4億円

消防費  39.7億円

分担金および負担金
3.6億円

寄附金  18.0億円
使用料および手数料
17.7億円

依存財源
679.7億円

農林水産業費  37.1億円
商工費  25.8億円
災害復旧費  22.5億円 議会費  5.8億円

その他  2.9億円

民　生　費 20万4,100円
社会福祉、高齢福祉、児童福祉などに

教　育　費 6万1,100円
学校、幼稚園、社会教育などに

総　務　費 5万1,700円

3万4,800円

1万1,300円

1,300円

市役所の管理、運営、広報などに

公　債　費 4万1,400円
市債の元金償還と利子の支払などに

衛　生　費 4万500円
保健衛生、ごみ、し尿処理などに

土　木　費
道路、公園、河川の維持管理などに

消　防　費 1万7,400円
消防、救急、防災活動などに 

農林水産業費 1万6,300円
農林水産業の振興などに

商　工　費
商工業の振興などに

災害復旧費 9,900円
災害により受けた被害の復旧などに

議　会　費 2,600円
市議会の運営などに

そ　の　他

歳出予算1,121億円を、項目別に佐賀市の人口227,674人（令和6年2月末現在）
で割って、100円単位で四捨五入した金額です。
合計すると、一人当たり49万2,400円になります。

※端数処理をしています。
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一般会計当初予算の推移

令和6年度の予算規模
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1,121 億円
265億 3,000 万円
1億 1,900 万円
42億 5,600 万円
11億 4,500 万円
12億 1,600 万円

3,600 万円
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・収益的収入および支出とは、一事業年度の経営活動に伴って発生する全ての
収益と費用をいいます。 
・資本的収入および支出とは、建物・施設の建設といった支出の効果が次年度
以降に及ぶものや企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入をい
います。
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国
の
地
方
財
政
へ
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
社
会
保
障
関
係
経
費
や
人
件
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
が
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
子
ど
も
・
子
育
て

政
策
の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題

に
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
総
額
に

つ
い
て
、
前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を

乗
り
越
え
、
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
高
水
準

の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い
投
資
意
欲
な

ど
、
前
向
き
な
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
賃
金
上
昇
は
物
価
上
昇
に
追

い
つ
か
ず
、
個
人
消
費
は
依
然
と
し
て
力

強
さ
を
欠
い
て
い
る
な
ど
、
地
域
経
済
の

回
復
は
い
ま
だ
途
上
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政

運
営
に
配
慮
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
に
生
か
し
、「
佐
賀
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
佐
賀
の
良
い
と
こ
ろ

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
市
民
の
皆
様
を
全

力
で
応
援
す
る
た
め
の
「
佐
賀
市
ま
る
ご

と
〝
全
力
応
援
予
算
〟」
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
最
大
の
額
と
な
っ
た
当
初
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。
予
算
は
、
議

決
し
て
終
わ
り
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
は
、
今
後
１
年
間
、
予
算
が
計

画
ど
お
り
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
常
に
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
事
業
の
進
み
具
合
や
効
果

を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
議
会
報
告
会
を
市
内
９
カ
所
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
報
告
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
議
会
や
市
に

伝
え
た
い
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
予
算
の
テ
ー
マ
は

　
予
算
編
成
の
背
景　

「
佐
賀
市
ま
る
ご
と

〝
全
力
応
援
予
算
〟」

議会
から
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